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研究速報 1311_ォレイン酸にてラベルした食道静脈瘤硬化剤

Ethanolamine 01eate注入後の体内分布

絡言 わ れわれは先に内視鏡的食道静脈瘤硬化剤

Ethan01amine Oleate(以下 EO)は 血管内注入 (intra

vasal injection i IVI)後に門脈経由で全身に散布さ

れることを報告した1)。しかし,先 の研究では 5%EO

に少量の99mTc‐04を混じたものを用いたため,99mTc‐

04が硬化剤 EOと 分離されて散布される可能性を否

定できなかった。そこで,今回はEOの 構成成分の一つ

であるオレイン酸そのものをアイントープでラベルし

て EOを 作製し,これを実験的にイヌに注入し,注入後

の体内分布を調べたので報告する。

方法 15～ 18kgの成犬 3頭 を開腹し,冒体部装膜側

の静脈枝より5Frの カニューレを左胃静脈 (left gas‐

tric veini LGV)に向けて挿入.先 端が同静脈に入っ

たところでカニューレを固定し, このカニューレを薬

剤注入用とした。 5%EOの 作製は武田らりの方法に

準じたが,オ レイン酸のみは1311,ォレイン酸(第 1ラ ジ

オアイツトープ社 ・東京)を 用いた。 こ れによって191

1で ラベルされた 5%EOが 作製 されたことになる

が,以 下これを1311_EOと呼ぶ.薬 剤注入時には食道胃

接合部付近の高さで LGVを 綿テープにて一時的に圧

迫し,血 液と薬の上方への流出をヨントロールした。

結果 1311_EOが LGVに 注入されると30秒以内に

門脈を経て肝に流入し, さらに 5分後には局所にとど

まる1311,EOはわずかとなり,全 身散布が目立った(図

1 ) .

考察 人 において EOと 99mTc‐04~を混 じた液を内

視鏡的にIVIした場合,そ の多くが数分以内に全身に

散布されることをわれわれは報告した。今回はEOそ

のものを1311でラベルして実験を行ったが,結 果は人
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図 1 5分 後のシンチグラム CV:左 胃静脈,
Li肝 ,Lu:肺 ,Hi心 ,Si牌 臓

の場合 とほぼ同じであった,全 身散布によると思われ

る溶血 とそれによってもたらされるヘモグPビ ン尿の

報告はまれでないし,又 ,EOに 似た硬化剤を IVIし た

場合の呼吸不全の報告 もあることから,硬 化剤使用時

には注意すべきことと考えられた。

索引用語 :内視銃的硬化療法
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